
 

 

 

 

令和３年度 

利根川水系土地改良調査管理  

農業水利基本調査 鬼怒川流域検討業務（第１回変更） 
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関東農政局利根川水系土地改良調査管理事務所 

 



第１章  総  則 

（適用範囲） 

第１－１条 

 変更なきにつき省略 

 

（目  的） 

第１－２条 

変更なきにつき省略 
 

（場  所） 

第１－３条 

変更なきにつき省略 

 

（業務概要） 

第１－４条 

   変更なきにつき省略 

 

（一般事項） 

第１－５条 

変更なきにつき省略 

  

（管理技術者） 

第１－６条 

変更なきにつき省略 

 

（照査技術者） 

第１－７条 

変更なきにつき省略 

 

（担当技術者） 

第１－８条 

変更なきにつき省略 

 

 

第２章 作業条件 

（適用する図書） 

 第２－１条 

変更なきにつき省略 

 

（貸与資料） 

第２－２条 

貸与資料は下記のとおりとし、これ以外にも必要な資料があるときは監督職員と協議するもの

とする。 

 

資 料 名 数量 備考 

鬼怒川中部地区水利使用協議図書（現行水利使用） １式  



鬼怒中央地区水利使用協議図書（現行水利使用） １式  

鬼怒川南部地区水利使用協議図書（現行水利使用） １式  

現行水利使用 用水計算プログラム １式  

平成 28年度国営造成施設水利管理事業 鬼怒川三堰用水形態調

査検討その他業務 報告書 
１式  

平成 29 年度国営造成施設水利管理事業 鬼怒川三堰用水形態

調査検討業務 報告書 
１式  

平成 30 年度国営造成施設水利管理事業 鬼怒川三堰用水形態

調査検討その他業務 報告書 
１式  

平成 17 年度利根川水系土地改良調査管理 鬼怒川流域水循環解析

及び河川協議補足説明資料作成業務 報告書 
１式 

 

平成 25 年度利根川水系土地改良調査管理 鬼怒川三堰用水計画検

討業務 報告書 
１式 

 

平成 26 年度利根川水系土地改良調査管理 鬼怒川流域水田還元率

評価分析業務 報告書 
１式 

 

平成 27 年度農業水利基本調査 水田還元率評価分析業務 報告書 １式  

平成 29 年度利根川水系土地改良調査管理 鬼怒川流域水田還元量

検証業務 報告書 
１式 

 

平成 31 年度農業生産基盤整備事業 分布型水循環モデルを用い

た流況検討業務 
１式 

 

令和２年度利根川水系土地改良調査管理 農業水利基本調査  

鬼怒川流域検討業務 報告書 
１式 

 

 

平成 18 年度～平成 25 年度 鬼怒川流域水路等水位データ １式  

分布型水循環モデル（DWCM-AgWU）の利用マニュアル 第１版 １式  

地下水位年表(S39～H19) １式  

流量年表(S63～H3) １式  

 

（貸与資料の取扱い） 

第２－３条 

第２－２条に示す貸与資料の取扱いは次のとおりとする。 

変更なきにつき省略 

 

第３章 作業内容 

（作業項目及び数量） 

第３－１条 

   本業務における作業項目及び数量は、次の作業項目表のとおりである。 

   なお、詳細は別紙「作業項目内訳表」に示すものとする。 

 

作 業 項 目（設計業務） 

数量 

備考 
当初 

第1回

変更 

1．準備作業 １式 １式  

  1-1.資料収集 １式 １式  

  1-2.現地調査 １式 １式  



2．地下水位データの分析調査 １式 １式  

2-1.分析調査 １式 １式  

 2-2.既存データの分析調査 - １式  

3．佐貫頭首工流入量に係る検討 １式 １式  

  3-1.佐貫頭首工流入量に係る分析 １式 １式  

 3-2.簡易表の作成 １式 １式  

 3-3.佐貫頭首工流入量分析に係る妥当性検証 １式 １式  

4．鬼怒川南部地区の流量算定式の検証 １式 １式  

5．点検照査とりまとめ １式 １式  

 

（作業の留意点） 

第３－２条 

変更なきにつき省略 

 

（技術提案の履行） 

第３－３条 

変更なきにつき省略 

 

 

第４章 打合せ 

（打合せ） 

第４－１条 

共通仕様書第１－１０条による打合せについては、主として次の段階で行うものとする。また、

初回及び最終回の打合せには管理技術者が出席するものとする。 

（１）打合せ時期 

    初 回      作業着手の段階 

    第２回      中間打合せ（佐貫頭首工流入量の検討計画作成段階） 

    第３回      中間打合せ（鬼怒川南部地区の流量算定式の検証計画作成段階） 

   最終回      報告書作成段階  

なお、業務を適正かつ円滑に実施するために、受注者の業務担当は、業務打合せ記録簿を作成し、

その内容について、監督職員と相互に確認するものとする。 

（２）打合せ場所    

初 回       WEB 会議 

第２回           WEB 会議 

    第３回      WEB 会議 

    最終回      WEB 会議 

 

 

第５章 成果物 

（成果物） 

第５－１条 

変更なきにつき省略 

 

（成果物の提出先） 

 第５－２条 

   変更なきにつき省略 



 

第６章 業務管理 

（情報共有システムの業務について） 

第６－１条 

変更なきにつき省略 

 

 

第７章 契約変更 

（契約変更） 

変更なきにつき省略 

 

 

第８章 定めなき事項 

（定めなき事項） 

第８－１条 

変更なきにつき省略 



（別紙） 

作業項目内訳表 

作業項目 作業内容 作業数量 

当初 第 1回変更 

１．準備作業   

1-1.資料収集 本業務の実施に当たり必要な既存資料の収集及び

貸与資料の内容の把握を行う。 
１式 １式 

1-2.現地調査 本業務の実施に当たり必要な現地調査を行う。 
１式 １式 

２．地下水位データの分析調査   

 2-1.分析調査 佐貫頭首工から勝瓜頭首工までの流量変動につい

て、近隣の地下水位データ（発注者から提供するもの

とし、1 地点を想定している）との相関を分析・評価

する。なお、分析評価に当たっては学識経験者の助

言を求めるものとする。 

１式 １式 

2-2. 既存デー

タの分析調査 

昭和39年～平成19年までの近隣の地下水位および

河川流量データ（発注者から提供するものとし、２地

点）を整理し、雨量との相関を分析・評価する。なお、

分析評価に当たっては学識経験者の助言を求める

ものとする。 

- １式 

３．佐貫頭首工流入量に係る検討   

3-1. 佐 貫 頭 首

工流入量に係

る分析 

上記２、2018～2021 年の気温、雨量、河川流量デ

ータを反映し、分布型水循環モデルを用いて、対象期

間における佐貫頭首工の流量変動による勝瓜頭首工

までの流量について日単位による分析を行う。 

対象期間は 4/21～5/31 とする。 

なお、分布型水循環モデルについては発注者から提

供する過年度までに作成したものを使用するものと

し、定義は以下のとおりとする。 

【プログラム名称】 

農地水利用を考慮した分布型水循環（DWCM-AgWU）モ

デル 

【登録】 

登録機関：一般財団法人ソフトウェア情報センター 

登録年月日：平成 26 年 4 月 8 日 

登録番号：P 第 10359 号-1 

なお、分布型循環モデルを利用した分析に当たっ

ては、学識経験者の助言を求めるものとする。 

１式 １式 

3-2. 簡 易 表 の

作成 

上記 3-1 の佐貫頭首工流入量検討結果を踏まえて、

佐貫頭首工から勝瓜頭首工までの流量について、簡易

表を作成する。 

対象期間は 4/21～5/31 とする。 

なお、簡易表の作成に当たっては、学識経験者の

助言を求めるものとする。 

１式 １式 



3-3. 佐 貫 頭 首

工流入量分析

に係る妥当性

検証 

過去 10 年程度の気温、雨量、河川流量データを用

いて、上記 3-2 で作成した佐貫頭首工から勝瓜頭首工

までの流量について簡易表の妥当性を検証する。 

なお、簡易表の妥当性の検証においては学識経験

者の助言を求めるものとする。 

１式 １式 

４．鬼怒川南部地

区の流量算定式

の検証 

発注者から提供される実測取水量（６地点×５回

分程度を想定）及び計測機器による水位、流速の計

測値等を基に、鬼怒川南部地区の各取水地点におけ

る流量算定式の検証・分析を行う。 

１式 １式 

５．点検照査とり

まとめ 

上記の各項目の点検・とりまとめ及び報告書の作成

を行う。 
１式 １式 

 



 

別添 

業務の情報共有システム活用要領（案） 
 

変更なきにつき省略 


